
益田市の位置（島根県・益田市）

過疎と非過疎の棒グラフ

山本　浩章　益田市長（島根滋賀県人会長）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
地
域
別
２
０
４
５
年
推
計
人
口
で
は
、
都

市
圏
に
若
年
層
が
集
中
す
る
こ
と
が
判
明

し
、
ま
た
総
務
省
の
総
人
口
の
推
計
で
「
東

京
一
極
集
中
」
の
流
れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
地
方
の
衰
退
が
止
ま
ら
な
い
現
状
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
政
府
は
地
方
創
生

の
旗
を
振
り
、
地
方
に
向
か
う
人
の
流
れ
を

作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
目
に
見
え
る
成

果
を
上
げ
る
の
は
至
難
の
業
で
す
。そ
こ
で
、

打
開
策
を
話
し
合
う
べ
く
、
山
本
益
田
市
長

を
迎
え
、
対
談
し
ま
し
た
。

島
根
県
益
田
市
と
は

上
野
会
長
：
今
日
は
大
阪
へ
の
出
張
と
の
こ
と

で
、
ご
多
忙
の
中
、
お
越
し
い
た
だ
き
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
本
市
長
：
益
田
市
は
人
口
４
６
，
２
２
４
人

（
２
０
１
８
年
４
月
）、
面
積
７
３
３
，
１
９

ｋ
ｍ
で
島
根
県
の
十
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

上
野
会
長
：「
お
う
み
の
風
」
52
号
で
は
守
山
市

長
と
対
談
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
益
田
市
長

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
形
で
、
各

県
人
会
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

山
本
市
長
：
島
根
県
の
県
人
会
長
を
引
き
受
け
ま

し
た
が
、７
年
前
に
市
会
議
員
選
挙
が
あ
り
、

市
会
議
員
に
な
り
、
７
か
月
で
や
め
、
市
長

選
挙
が
あ
り
、
市
長
に
な
り
、
6
年
に
な
り

ま
す
。

三
日
月
知
事
と
各
県
人
会
と
の
接
触
は
県

人
会
を
大
切
に
思
っ
て
い
る

上
野
会
長
：
三
日
月
知
事
は
国
体
が
あ
れ
ば
、
そ

の
県
の
県
人
会
と
接
触
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
県
人
会
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
と
評
価
し

ま
す
し
、
私
も
こ
の
県
人
会
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
地
方
の
ど
こ
も
、
島
根
も
厳
し
い
の

で
は
。
以
前
、
滋
賀
県
で
は
工
業
団
地
を
い

く
つ
も
作
り
、
誘
致
し
て
き
ま
し
た
。

植
本
副
会
長
：
雇
用
も
大
き
い
の
で
は
？

上
野
会
長
：
女
性
を
多
く
雇
っ
て
い
ま
す
。

全国滋賀県人会連合会　会長

上野 幸夫
全国滋賀県人会連合会　副会長

植本 勇

益田市　市長（島根滋賀県人会長）

山本 浩章
対談日：平成30年7月31日
場　所：小泉株式会社応接室（大阪）

山路来て　なにやらゆかし　菫草（芭蕉）

　平安後期の11世紀頃に藤原國兼が石見国司（県知
事に相当）として現在の浜田市に赴任。4代兼高が石
見で最も広い平野で、交通の要衝と港に適した益田
に本拠を移し、「益田氏」を名乗り、壇ノ浦の戦いで
は手柄を立てました。11代兼見は山口の大内氏と結
び、文化への造詣も深く、15代兼堯は大内氏の庇護
下にあった雪舟を招き、厚遇。毛利氏とも和睦。し
かし、慶長５（1600）年関ヶ原の戦いで毛利氏が敗れ、長門（山口県）に去りました。益田氏治世下の400年間、
七尾城の城下町として築かれたため、益田市は中世の城下町のなごりを持つ、全国的にも特色ある町と言われて
います。

石見の雄「益田氏」益田市の歴史
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社会減と自然減の推移

駅周辺と益田地区

人
口
減
―
社
会
減
↓
自
然
減

山
本
市
長
：
益
田
は
年
間
４
０
０
〜
５
０
０
人
ペ

ー
ス
で
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
25

年
が
人
口
の
ピ
ー
ク
で
7
万
３
千
人
で
、
そ

の
後
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
当
初
は

社
会
減
が
主
で
、
若
者
が
進
学
や
就
職
で
他

に
出
て
い
っ
て
、
戻
っ
て
来
な
い
の
が
要
因

で
し
た
。
こ
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
雇
用
創

出
が
一
番
の
解
決
策
で
し
た
。
し
か
し
、
今

は
社
会
減
よ
り
も
自
然
減
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
人
口
構
成
が
高
齢
化
し
、
若
い
世

代
が
少
な
い
た
め
、
自
然
減
だ
け
で
年
間

３
０
０
人
以
上
に
な
り
ま
す
。
社
会
減
は
ほ

ぼ
収
束
し
て
い
ま
す
。
都
会
か
ら
田
舎
暮
ら

し
を
し
よ
う
と
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
企
業
誘
致
で
ネ
ッ
ク
に
な
る
の

が
働
き
手
が
な
か
な
か
い
な
い
こ
と
で
す
。

地
域
に
愛
着
と
誇
り

山
本
市
長
：
そ
こ
で
、
益
田
市
は
子
ど
も
た
ち
に

地
域
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
い
、
地
域
に
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
、
一
度
大
学
に
行
っ

て
も
益
田
市
に
戻
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
そ
こ
で
、
益
田
市
で

は
平
成
26
年
2
月
に
人
口
拡
大
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

人
口
減
の
原
因

山
本
市
長
：
人
口
減
の
原
因
は
３
つ
あ
り
、
１
つ

は
人
口
の
規
模
が
域
内
の
生
産
や
消
費
に
比

例
す
る
こ
と
か
ら
、
経
済
規
模
が
縮
小
す
る

こ
と
。
2
つ
目
は
、
高
齢
化
に
よ
り
社
会
保

障
の
経
費
が
増
え
て
い
く
一
方
、
そ
の
負
担

を
す
る
若
者
が
減
っ
て
く
る
と
、
社
会
保
障

の
持
続
可
能
性
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
こ

と
。
3
つ
目
は
地
域
の
先
行
き
に
悲
観
し
、

見
切
り
を
つ
け
て
転
出
し
よ
う
と
い
う
流
れ

「止まらぬ地方衰退、どうする？」鼎談
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島根県無形民俗文化財　益田糸あやつり人形 土田海岸（益田市内）

上野 幸雄 全国滋賀県人会連合会会長

が
で
き
て
し
ま
う
と
、
人
口
減
少
の
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
が
起
き
る
こ
と
で
す
。

交
流
人
口
の
増
加

山
本
市
長
：
そ
の
対
策
と
し
て
、
人
口
減
は
社
会

減
と
自
然
減
、
そ
れ
ぞ
れ
を
改
善
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。
社
会
減
に
つ
い
て
は
入
っ
て

く
る
人
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
る
一
方
、
出

て
い
く
人
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自

然
減
の
方
は
出
生
数
を
増
や
す
こ
と
を
考

え
、
亡
く
な
っ
て
い
く
方
も
長
生
き
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
も
う
一
つ

は
定
住
人
口
以
外
に
交
流
人
口
も
大
切
で
、

旅
行
と
か
仕
事
と
か
で
一
時
的
に
滞
在
期
間

が
長
く
な
れ
ば
、
経
済
効
果
も
増
え
ま
す
。

ま
た
は
定
住
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、「
増
田
論
文
」（
２
０
１
４
年
、

地
方
消
滅
が
主
題
）
が
出
て
き
て
、
三
大
都

市
圏
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
人
口
が
ど

ん
ど
ん
増
え
、
逆
に
そ
れ
以
外
の
地
方
が
減

少
し
て
い
く
、
す
る
と
、
地
方
自
治
体
の
運

営
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
地
方
自
治
体
が

消
滅
し
て
い
く
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
日
本

全
体
が
立
ち
い
か
な
く
な
る
、
と
い
う
も
の

で
し
た
。

人
口
の
地
方
分
散

―
益
田
市
の
「
ひ
と
づ
く
り
協
働
構
想
」

―
未
来
の
担
い
手
（
子
供
）・
仕
事
の
担
い

手
・
地
域
の
担
い
手

山
本
市
長
：
そ
こ
で
、
地
方
に
人
口
を
分
散
さ
せ

る
施
策
を
国
で
も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

都
道
府
県
、
市
町
村
で
も
地
域
振
興
、
特
に

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
、
そ
の

た
め
に
総
合
政
策
を
作
り
な
さ
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
益
田
市
は
既
に
人
口

拡
大
政
策
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
ベ
ー
ス
に
益
田
市
の
総
合
政
策
を
作
り
、

色
々
な
地
域
を
テ
コ
入
れ
し
て
い
く
に
あ
た

り
人
材
確
保
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
総
合
政
策
か
ら
一
歩
進
め
て
「
ひ
と
づ
く

り
協
働
構
想
」
を
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
益
田
市
の
目
玉
の
政

策
の
一
つ
で
す
。
こ
の
協
働
構
想
で
は
３
つ

の
担
い
手
に
集
約
。
１
つ
は
未
来
の
担
い

手
、
益
田
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
が
益
田
市

で
将
来
活
き
活
き
と
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
、
先
を
見
据
え
た
政
策
を
や
っ
て
い
く

こ
と
。
２
つ
目
が
仕
事
の
担
い
手
、
仕
事
の

支
え
と
な
る
人
材
、
若
い
人
も
高
齢
者
も
含

め
、
育
成
し
て
い
く
こ
と
。
３
つ
目
が
地
域

の
担
い
手
づ
く
り
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
。
こ
の
３
つ
を
軸
に
進
め
て

い
ま
す
。

農
地
転
用
で
人
口
増
へ

上
野
会
長
：
滋
賀
県
の
工
業
は
力
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
で
13
市
６
町
に
な
り
、
そ
の
う

ち
人
口
増
は
3
市
（
草
津
市
、
野
洲
市
、
守

山
市
）
1
町
（
愛
荘
町
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
荘
町
の
人
口
が
増
え
て
い
る
の
は
、
愛

知
川
町
時
代
に
農
地
を
解
放
し
よ
う
、
農
地

転
用
を
徹
底
的
に
し
て
き
ま
し
た
。
増
え
る

よ
う
に
、「
青
」（
農
業
利
用
を
確
保
す
る
）

を
「
白
」（
農
地
の
集
団
性
が
低
く
、
土
地

利
用
改
良
事
業
の
未
実
施
地
区
）
に
変
え
て

き
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
は
行
政
の
関
わ
り

は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
愛
荘
町
の
人
口
の

増
え
方
で
分
か
り
ま
し
た
。

植
本
副
会
長
：
農
業
組
合
、
農
業
委
員
会
な
ど
の

承
認
は
必
要
で
し
ょ
う
。

上
野
会
長
：
当
然
承
認
は
必
要
で
す
。
議
会
の
承

認
も
必
要
で
す
。
旧
の
秦
荘
や
愛
知
川
か
ら

能
登
川
駅
ま
で
の
バ
ス
停
ご
と
に
「
白
地
」

の
農
地
を
作
り
、
そ
れ
が
今
や
全
部
家
に
な

っ
て
い
ま
す
。

滋賀県 愛荘町 島根県 益田市
2015年
人口 141万人 20,778人 69万人 47,718人

2045年
人口 126万人 21,475人 53万人 31,508人

12%減少 3.4%増加 30%減少 32%減少

75才
以上 19.5% 10.8% 23.9% 25.7%

生産年齢
人口 53.2% 69.1% 49.2% 46.3%

人口推移

※75才以上、生産年齢人口共に%は構成比
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ワサビ田 ゆず

植木 勇 全国滋賀県人会連合会副会長
（大阪滋賀県人会会長）

益
田
市
の
特
産
品
は
ゆ
ず
、
わ
さ
び

植
本
副
会
長
：
益
田
市
は
農
業
中
心
の
農
業
市
で

す
か
。

山
本
市
長
：
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
農
業
が
主
な

産
業
で
す
。

植
本
副
会
長
：
農
業
は
生
産
、
加
工
か
ら
流
通
へ

も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
」
へ
の
取
組

も
や
れ
ば
、
活
気
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。

山
本
市
長
：
益
田
市
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
稲
作

に
偏
っ
て
お
ら
ず
、
果
物
・
野
菜
、
特
に
ゆ

ず
、
わ
さ
び
な
ど
特
色
の
あ
る
農
産
品
が
多

い
の
で
、
バ
ラ
エ
テ
イ
が
豊
か
で
す
。
た
だ

産
出
高
が
少
な
い
の
が
問
題
で
す
。
ま
た
現

在
農
業
の
後
継
者
、
担
い
手
を
ど
う
確
保
し

て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

植
本
副
会
長
：
農
地
を
法
人
化
し
て
取
り
組
ん
で

は
い
か
が
で
す
か
。ス
ー
パ
ー
と
も
組
ん
で
、

滋
賀
県
な
ら
平
和
堂
な
ど
あ
り
ま
す
。

上
野
会
長
：
湖
東
三
山
イ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
し
た

が
、
今
は
1
日
5
千
台
を
超
え
る
利
用
が
あ

り
ま
す
。

植
本
副
会
長
：
産
業
で
も
、観
光
で
も
使
え
ま
す
。

山
本
市
長
：
私
も
甲
良
町
に
帰
省
す
る
と
き
は
重

宝
し
て
い
ま
す
。
高
速
道
路
も
益
田
市
の
課

題
で
す
。
山
陰
道
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
欠

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
山
陰
道
は
片
側

１
車
線
で
す
。

上
野
会
長
：
三
山
イ
ン
タ
ー
の
近
く
に
、
ノ
ー
ト

の
コ
ク
ヨ
が
来
て
、
一
大
工
業
団
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

山
本
市
長
：
高
速
道
路
が
で
き
る
と
、
ス
ト
ロ
ー

効
果
と
い
っ
て
、
人
口
が
吸
い
と
ら
れ
る
と

い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
製
造
拠
点
と
し
て

は
、高
速
道
路
が
な
い
と
話
に
な
り
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｏ
Ｔ
で
デ
ー
タ
蓄
積
↓
将
来
予
測

山
本
市
長
：
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
市
内
の
企
業
と

市
と
で
水
量
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
豪
雨
に
な
る
と
冠
水
し
や
す
い
市
内
の

水
路
を
Ｉ
Ｏ
Ｔ
（
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｔ　

Ｏ

Ｆ　

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
）
に
よ
る
セ
ン
サ
ー
を

6
か
所
設
置
し
ま
し
た
。そ
の
こ
と
に
よ
り
、

降
雨
量
が
い
く
ら
で
、
何
分
後
に
ど
こ
の
水

量
が
ど
れ
だ
け
に
な
る
か
、
こ
の
デ
ー
タ
が

ど
ん
ど
ん
積
み
重
な
り
ま
す
。そ
う
す
る
と
、

冠
水
を
未
然
に
防
げ
る
事
に
な
り
ま
す
。
ま

た
10
月
か
ら
の
予
定
で
す
が
、
血
圧
測
定
を

地
域
の
多
く
の
方
に
毎
日
測
定
し
て
も
ら
っ

て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。

初
年
度
は
２
〜
３
０
０
人
、
い
ず
れ
２
０
０

０
人
規
模
で
行
い
、
５
年
く
ら
い
す
る
と
、

脳
疾
患
や
心
疾
患
に
な
っ
た
人
の
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
早
期
治
療
や
防

止
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
国
の
社
会
保
障
費

の
増
大
と
い
う
大
き
な
問
題
の
改
善
や
解
消

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル

ス
ケ
ア
に
よ
る
電
波
を
付
け
た
血
圧
計
の
無

京都大学が日立のAI技術を活用して分析。「少子化」「環境破壊」な
ど149の社会要因により因果関係モデルを構築し、シミュレーショ
ンにより2018年から2052年までの35年間の動向を分析。その結
果、8～10年後には都市集中型か地方分散型かの分岐点が来ると。
また17～20年後には地方分散型が持続可能か不可能かの分岐点が
来ると予測。持続可能性の観点からは地方分散型が望ましく、分岐
点に至る前に、環境課税や再生可能エネルギーの活性化、地域内エ
ネルギーの自給率上昇、地域公共交通機関の充実、地産地消などの
政策誘導が必要である、と分析。

AIの活用により、持続可能な日本の未来に
向けた政策提言→「地方分散型」

ネット投票、残業減、役所の業務
自体を実験場にする試み。将来的
に職員減に直面する自治体に普及
させるために国による環境整備が
不可欠で、この試みを全国の自治
体が共有し、国も取り込んでいく、 
そうした時代になってきました。

先端技術、つくば市ごと
実験場―ベンチャー企業
VOTE FOR（東京都港区）
と組む
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萬福寺雪舟庭園 医光寺雪舟庭園

島根・益田市の海岸道路

償
提
供
を
通
じ
て
、
島
根
大
学
医
学
部
に
デ

ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。

山
本
市
長
：
こ
の
デ
ー
タ
蓄
積
に
よ
っ
て
も
、
益

田
市
は
ず
っ
と
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
一
方
、
自
転
車
も

益
田
市
も
盛
ん
で
す
。
益
田
市
で
全
日
本
自

転
車
競
技
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

益
田
市
は
一
般
道
は
交
通
量
が
多
く
な
く
、

郊
外
は
信
号
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
で
は
理
想
的
で
す
。

観
光
で
は
、
雪
舟
が
作
っ
た
庭
が
日
本
で

は
4
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
2
つ
は
益

田
市
の
医
光
寺
と
萬
福
寺
に
あ
り
ま
す
。

益
田
市
の
産
品
を
平
和
堂
で

上
野
会
長
：
現
在
島
根
と
滋
賀
で
モ
ノ
が
動
い
て

い
ま
せ
ん
。
果
物
を
平
和
堂
な
ど
で
売
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
で
き
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

植
本
副
会
長
：
平
和
堂
の
仕
入
会
の
副
会
長
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
仕
入
れ
に
関
し
て
は
い
つ

で
も
相
談
で
き
ま
す
し
、
益
田
の
産
品
を
定

期
的
に
1
店
舗
で
も
い
く
つ
か
の
店
舗
で
扱

う
よ
う
に
し
ま
す
。

山
本
市
長
：
私
と
担
当
者
で
平
和
堂
の
本
社
ま
で

伺
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
国
の
寧
波
に
は
雪
舟
が
修
行
し
た
お
寺

が
あ
り
、
益
田
市
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。

関
係
人
口
の
増
加

山
本
市
長
：
益
田
市
と
滋
賀
県
が
つ
な
が
る
と
、

双
方
の
関
係
人
口
が
増
え
ま
す
。

上
野
会
長
：
今
日
は
全
滋
連
と
益
田
市
長
と
の
対

談
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
る
と
、
ど
こ
か
に
縁
・
関
係
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
滋
賀
県
内
だ
け
で

な
く
、滋
賀
県
外
の
人
と
の
対
談
も
必
要
で
、

益
田
市
長
さ
ん
に
お
願
い
し
た
の
で
す
。
5

月
の
総
会
で
も
「
滋
賀
県
の
血
」
が
流
れ
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。「
目
に
見
え

な
い
」
の
で
は
な
く
、「
目
に
見
え
る
」
関

係
が
あ
り
ま
す
。

山
本
市
長
：
島
根
の
県
人
会
は
多
く
な
い
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
が
「
滋
賀
県
出
身
」
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
益
田
市

長
で
す
か
ら
、
ま
ず
益
田
市
民
の
こ
と
を
考

え
、滋
賀
県
を
大
事
に
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
こ
そ
三
方
よ
し
、
益
田
良
し
、
滋
賀
県

良
し
、
世
間
良
し
、
で
や
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

上
野
会
長
：
今
日
は
ご
多
忙
の
中
、「
対
談
」
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
有
意
義
な
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
市
長
と
し
て
多
忙
と
は
存
じ
ま
す

が
、
今
後
と
も
５
月
の
全
滋
連
の
定
期
理
事

会
、
総
会
、
懇
親
会
に
は
参
加
い
た
だ
き
、

交
流
を
深
め
、
お
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が

ら
、
全
滋
連
を
盛
り
立
て
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本

　
浩
章

　
経
歴

昭
和
44
年
５
月　

滋
賀
県
甲
良
町
生
ま
れ

昭
和
60
年
３
月　

滋
賀
県
甲
良
町
立
甲
良
中
学
校
卒
業

昭
和
63
年
３
月　

滋
賀
県
立
彦
根
東
高
等
学
校
卒
業

平
成
４
年
３
月　

東
京
大
学
法
学
部
第
１
類
卒
業

平
成
22
年
12
月　
（
株
）ひ
ょ
う
ま
代
表
取
締
役
社
長
就
任

平
成
23
年
９
月　

益
田
市
議
会
議
員

平
成
24
年
８
月　

益
田
市
長
就
任

趣
味

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、読
書
、登
山

益
田
の
好
き
な
と
こ
ろ

　

島
根
県
立
万
葉
公
園

　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

グ
ラ
ン
ト
ワ

植
本 

勇
　
経
歴

昭
和
13
年　

滋
賀
県
愛
知
郡
湖
東
町
生
ま
れ

昭
和
31
年　

滋
賀
県
立
愛
知
高
等
学
校
卒
業

昭
和
58
年　

小
泉
ア
パ
レ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成
13
年　

小
泉
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成
21
年　

関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連
合
理
事
長

平
成
27
年　

大
阪
商
工
会
議
所
繊
維
部
会
部
会
長

現
職

　

小
泉
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

　

小
泉
ア
パ
レ
ル
株
式
会
社
取
締
役
会
長

　

大
阪
商
工
会
議
所
常
議
員

　

大
阪
滋
賀
県
人
会
会
長
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